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虚
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仕
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」
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い
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の
 

口
 

ロ
 

人
 

人
男
女
 

総
 

こ
と
し
完
成
 

い
表
情
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
、
毎
年
の
雪
ど

け
や
、
秋
の
台
風
時
に
、
五
所

川
原
市
二
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

鶴
田
町
二
百
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
が
、
海
原
の
よ
う
に
な

る
の
が
常
で
あ
り
、
さ
ら
に
は

藤
崎
以
北
数
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

水
田
が
大
な
り
小
な
り
の
被
害

を
蒙
つ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が

一
気
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
 
 

り
ま
す
。
 

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の

永
年
の
悲
願
と
佐
ん
木
市
長
の

国
、
県
に
対
す
る
精
力
的
な
運

動
が
功
を
奏
し
た
結
果
で
あ
つ

て
、
総
額
】
億
八
千
四
百
万
円

に
の
ぼ
る
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
 

昭
和
四
十
年
着
工
以
来
、
四
か

年
を
要
す
る
、
東
北
で
は
最
初

に
し
て
最
大
の
規
模
を
誇
る
も

の
で
す
。
 

今
年
度
は
、
五
千
百
六
十
三

万
円
で
、
山
道
か
ら
猫
淵
ま
で

の
約
四
千
メ
ー
ト
ル
の
排
水
路

を
整
備
し
て
全
工
事
を
終
了
す

る
が
、
こ
れ
に

よ
つ
て
住
宅

浸
水
は
も
と
よ
り
年
間

一
億
円

を
こ
え
た
稲
作
の
被
害
が
解
消

さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り

以
上
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
よ

う
に
な
つ
た
こ
と
は
関
係
方
面

か
ら
賞
讃
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

す
で
に
、
八
千
四
百
万
円
を

費
し
た
排
水
機
場
（
猫
淵
）
が
 
 

完
成
し
、
二
百
八
十
五
馬
力
千

四
百
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
ニ
基
が
今

春
か
ら
働
い
て
、
排
水
体
制
は

万
全
と
な
り
、
上
流
の
鶴
田
地

区
の
基
盤
整
備
も
順
調
な
進
展

を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
 

（老人 ク 連総会 

老
い
て

ま
す

ま

す

元

気

に

連

合
会

総

会
開

か

れ
る
 

第
五
回
五
所
川
原
市
老
人
ク

ラ
プ
連
合
会
総
会
は
四
月
二
十

四
日
午
前
十
時
か
ら
地
区
代
表

七
十
名
が
集
ま
り
福
祉
会
舘
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

前
田
重
太
郎
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
昭
和
四
十
三
年
度

事
業
と
し
て
は
、
地
区
老
人
ク

ラ
プ
と
連
絡
を
密
接
に
し
会
の

運
営
改
善
を
は
か
り
強
化
育
成

す
る
た
め
の
会
議
を
開
く
ほ
か

老
人
の
福
祉
向
上
、
健
康
増
進

ク
ラ
ブ
員
の
相
互
理
解
を
深
め

る
な
ど
の
事
業
を
決
め
ま
し
た

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
 

角
 
工
 

尾

角
左
工
門
 

副
会
長
 

ク
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相

原
放
し
 

排
水
不
良
と
新
十
川
造
成
に

よ
つ
て
、
下
流
へ
の
排
水
が
さ

ま
た
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
は

じ
ま
る
五
所
川
原
・
鶴
田
地
区

水
田
の
湛
水
被
害
は
、
こ
の
完

成
で
二
十
年
来
の
悩
み
が
解
消

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
猫
淵
地

区
の
農
家
を
は
じ
め
数
百
戸
の

地
城
の
農
家
は
、
い
ょ
い
ょ
農

業
の
近
代
化
も
で
き
る
と
、
さ

す
が
に
喜
び
を
か
く
し
き
れ
な
 

世 帯 数 

東

北
初

の

大
規
模
防
除

事
業
 

会 監 副会 

計ク事クク貧長 

田岡斎野伊工長

中田藤呂藤藤尾

久謙平甚善直左

七吉作助吉蔵門 

会
 
長
 



②
 

市政ニユース 

建
設
 

給
食
を
通
じ
て
食
生
活
の
改

善
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
健
全

な
心
身
の
発
達
を
促
進
し
よ
う

と
、
市
で
は
明
治
百
年
記
念
事

業
の

ー
つ
と
し
て
面
積

一
千
八

十
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

七
千
四
百
入
十
三
万
五
千
円
、
 

一
日
一
万
人
分
の
給
食
を
補
給

き
で
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
 

四
月
十
九
日
現
地
松
島
団
地
 

昭
和
四
十
三
年
度
市
行
政
連

絡
員
に
次
の
方
女
が
き
ま
り
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
五
所
川
原
地
区
 

坂
本
憲
泰
（錦
町
）
、
鶴
谷
良
吉
 

（
中
平
井
町
）
、
 寺

田
三
次
郎
 

（
下
平
井
町
）
、
藤
田
留
作

（
さ

つ
き
町
）
工
藤
次
栄
（
敷
島
町
）
 

井
沢
征
雄
（
東
雲
町
）
、
石
井
柾

次
郎
（
大
町
）
、福
士
孝
一
 
（寺

町
岩
木
町
）
、
小
山
内
鳳
隆
（
末

広
新
宮
町
）
、小
野
清
茂
（
末
広

町
）
、
黒
滝
嘉

一
郎
（
布
屋
町
）
 

堀
内
貞
三
（
本町
）
、高
橋
武

一
 

（東
町
）
、小
山
内
繁
勝
（
弥
生

町
）
、
寺
田
清

（
鎌
谷
町
）
、
平

山
幸
三
郎
（第
一
柳
町
）
、高
橋

賢
次
郎
（
第
二
柳
町
）
、
 金
沢
 

工

事

に

着

手
 

（
五
一
中
校
舎
東
側
）
 に
お
い

て
佐
女
木
市
長
、
笹
森
市
議
会

議
長
、
秋
田
教
育
委
員
長
、
永

井
教
育
長
と
関
係
者
が
出
席
し

て
起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
工
事

の
無
事
完
成
を
祈
り
ま
し
た
。
 

二
学
期
か
ら
は
、
小
中
生
徒

に
栄
養
豊
富
な
給
食
が
支
給
さ

れ
る
予
足
で
す
。
 

な
お
建
築
業
者
は
鶴
谷
建
設

で
す
。
 

定
雄
（
成
田
町
）
、平
山
日
出
夫
 

（
元
町
）
、木
村
隆
太
郎
（
新
町）
 

下
山
金
四
郎
（
田
町
）
、福
士
周

蔵
（栄
町
）
、前
田
貢
（
十
川町
）
 

近
藤
久

作
（
平
和
町
9
8）
、今

勝
司
（湊
団
地
）
、
 三
浦
行
一
 

（
小
曲
）
、岩
谷
善

一
（
柏原
町
）
 

〇

長
橋

地

区
 

秋
田
善
吉
（
浅井
）
、
石
岡
永
作

石
岡
善

一
（
福
山
）
、土
岐
伝
四

郎
（
杉
派
立
）
、
 須
藤
留
四
郎
 

（野
里
）
、松
野
繁
雄
（
神
山
）
、
 

長
尾
慶
作
（
松
野
木
）
、工
藤
東

太
郎
（
福泉
）
、石
岡
治
男
（
若

山
）
、
 横
嶋
岩
太
郎
（
石
田
坂
）
 

中
山
幸
一
（
戸
沢）
、
工
藤
卓
弥
 

（
豊
成
）
 

〇
松
島

地
区
 

対
馬
小

一
郎
（
吹
畑
）
、
新
井
雄

一
（
唐
笠
柳
）
、
 寺
田
市
太
郎
 

（
石
個
）
、小
田
桐
長
蔵
、
須
藤

己
之
松
（
水
野
尾
）
、
高
谷
作
次

郎
（
漆
川
）
、
新
谷
竹
次
郎
、
葛

西
誠

一
郎
（
太
刀打
）
、
三
浦
柾

市
、
小
野
千
代
造
、
小
野
徳
古

工
門
（
一
野
坪
）
、
工
藤
喜
八
榔
 

（馬
性
）
、
工
藤
健
三
、
工
藤
武

雄
、
 渋
谷
武
則
、
 
平
山
茂
雄
 

（
金
山
）
、対
馬
武
四
郎
（
米
田
）
 

猪
口
柾
太
郎
（
二
本
柳
）
、
工
藤

房

一
、
木
村
昂
悦
、
鈴
木
勇
作

工
藤
清
忠
、
木
村
佳

一
 
（
松島

団
地
）
 

〇
栄
地
区
 

平
山
千
代
吉
、
平
山
慶
吉
（
湊
）
 

木
村

柾
次
郎
、
藤

田
清

次
郎
 

（
猫
淵

）
、
 藤

田
修
次

郎
 

（
三

ッ
谷
）
、
 山

田
武
雄
、
 

山
内
惣
馬
太
郎
（
稲
実
）
、
毛
内

金
五
郎
、
 一
戸
源
次
（広
田
）
、
 

斎
藤
茂
、
鳴
海
彦

一
（
七
ッ
舘
）
 

〇
梅

沢

地
区
 

戸
沢
辰
五
郎
（
上梅
田
）
、鈴
木

長
松

（中
梅
田
）
、
 竹
谷
喜
八
 

（
下梅
田
）
、
小
山
内
勘
三
郎
、
 

成
田
富
雄
（中
泉
）
 

〇
七

和
地

区
 

堀
内
金
右

工
門
、
小
笠
原
幸
助

福
士
光
男
（
高
野
）
、
今
多
作
、
 

新
谷
啓

一
（
前
田
野
目）
、
三
上

行
夫
（
持
子
沢
）
、
松
山
与
四
郎
 

（
羽野
木
沢
）
、
長
尾
秀
雄
、
斎

藤
昌
幸

（
原子
）
、
 三
上
庸
一
 

（
俵
元
）
 

〇
飯

詰
地
区
 

前
田
勘
四
郎
（坂
の
上
南
新
）
、
 

和
島
豊
吉
（
北
新
中
町
）
、
前
田

惣
作
（新
町
大
町
）
、
横
山
政
吉
 

（
伝助
町
下
町
）
、
平
山
熊
「
廊
 

（
上町
寺
町
）
、
其
田
豊

一
（
大

正
町
大
日
町
）
、竹
林
誠
逸
（
南

下
中
下
）
、
葛
西
兵
市
（長
坂
味

喰
ケ
沢
）
、
其
田
良
逸
（
東
岩崎

西
岩
崎
）
、
 坂
本
四
郎
（
曙
町
）
 

木
田
茂
作
（
興
隆朝
日
）
、浜
舘

馨
（
五
本松
北
下
）
、
田
中
正
雄
 

（
下
村
）
 

〇
中

川
地
区
 

藤
森
作
太
郎
、
秋
田
雄
策
、
石

岡
豊
三
郎
）川
山
）
、小
野
末
太

郎
（
沖飯
詰
）
、
 笠
非
重
吉
（
桜

田
）
、
 舘
山
忠
太
郎
（
中
泊
）
、
 

舘
山
茂

（種
井
）
、
 奈
良
新
吉
 

（
田
川
）
、
原
定
五
郎
（
新
宮）
、
 

斎
藤
永
蔵
（
長
橋
）
 

〇
毘
沙
門
地
区
 

北
川
光
男
、
太
田
藤
太
郎
、
成

田

一
雄
、
山
口
吉
太
郎
、
山
口

吉
弥
（
毘
沙
門
）
、
 古
川
武
松
 

（
上
長
富
）
、
 猿
賀
金
蔵
（
中
長

富
）
、
原
田
信
英
（
下
長
富
）
 

〇
三
好
地

区
 

開
米
賢
作
、
開
米
三
吉
、
小
林

一
一
一三
（鶴
ケ
岡
）
、
 一
戸
良
秋

一
戸
勘
吉
、
工
藤
直
四
郎
、
佐

藤
又
止
郎
（
藻川
）
、
三
浦
正
毅
 

（高
瀬
）
、
小
笠
原
清
衛
（
福
井）
 

（
行
政
連
絡
員
辞
令
交
付
式
）
 

市
職
員
新
採
用
．
 

公
募
の
う
ち
か
ら
、
四
月
一
一

十
四
日
付
で
つ
ぎ
の
十
三
名
を

採
用
し
、
 一
週
間
の
研
修
を
お

わ
り
五
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
と

お
り
配
貴
に
な
り
ま
し
た
。
 

消
 
防
 
署
 
小
山
内
健
造
 

ク
 

保
険
衛
生
課

教
育
委
員
会

建
 
設
 
課

福
祉
事
務
所

選
管
事
務
局
 

学校給食センター 

（起工式を終つた建設地） 

こ
と
し

の
行
政
連
絡
員
 

ク ク ク ク ,ク ク 

吉三三高木三三成中千須白

村上浦井村浦浦田林葉郷戸 
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市
交
通
災
害
共
済
組
合
で

は

こ
の
ほ
ど
、

西
北
中
央
病
院
整

形
外
科
に
入
院
中
の
、

市
内
姥

落
板
金
工
、

藤
田
哲
男
（
3
0）
さ

ん
に
五
万
円

の
見
舞
金
を
贈
り

岩
舘
助
役
が

手
渡
し

ま
し
た
。
 

藤
田
さ
ん

は
、
四
月
一
日
か

ら
発
足
し

た
県
内
八
市
共

同
の
 

乾
橋
を
は
さ

ん
で
川
沿
い

一

帯
は
、

春
の
雪
ど

け
と
と
も

に

ゴ
ミ
が
散
在
し
、

見
苦
し

い
姿

を
さ
ら
け
だ
し

て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
態
を
見

か
ね
た

寺
町

・
岩
木
町

々
内
会
．
錦
町

町
内
会
の
会
員
、

主
婦
た
ち

や
 
 

ク
ー
人
一
日
一
円
保
険

ク
に
い

ち
早
く
加
人
し
て
い
ま
し
た
が

去
る
四
月
十
五

日
タ
刻
市
内
鎌

谷
町
の
県
道
で
、

パ
イ
ク
を
運

転
中
転
倒
三
カ
月
の
重
傷
を
負

い
規
定
に
該
当
し
た
も
の
で
す

見
舞
金
支
給
で
は
当
市
で
第
一

番
目
で
す
。
 

子
ど
も
会
員
が
参
加
し

て
「
私

た
ち
の
町
は
私
た
ち
の
手
で
」
 

と
、
 四
月
二

十

一
日
午
前
ー
ハ

時
か
ら

一
斉
に
奉
仕
活
動

を
は

じ
め
た
も
の
で
二
十
三
日
か
ら

は
じ
ま
つ
た
町
ぐ

る
み
の
清
掃

運
動
に
さ
き
が
け
て
の
自
主
活
 
 

動
で
す
。
 心
な

い
人
が
捨
て
た

川
原
の
ゴ
ミ
や

乾
橋
上
の
ド
ロ

や
、
小
公
園
の

樹
木
の
手
入
れ

な
ど
み
る
み
る

う
ち
に
き
れ
い

に
仕
上
げ
て
い

き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
錦
町

で
は
、
こ
と
し

も
サ
ク
ラ
苗
木

五
十
本
を
小
公

園
に
補
植
し
、
 

緑
を
育

て
よ
う

と
と
も
に
懸
命

な
働
き
で
し

た
 

愛
 
鳥
 
週
 
間
 

（
野
鳥
を
愛
し
ま
し
よ
う
）
 

五
月
十
日
ー

五
月
十
六
日
 

野
鳥
を

靴

n
」
“
 

法
律
を
ま
も
り
ま
し

よ
う
 

◇
野
鳥
を

と
る
に
は
特
別
に

許
可
が
必
要
で
す
。
 

許
可
は
長
い
間
病
気

な
ど
で

寝
て
い

る
人
、
体
の

不
自
由
な

人
、
ま
た
は
老
人
で
野
山
を

自

由
に
歩
け
な
い

人
な
ど

か
ら
た

の
ま
れ
た
人
に

与
え
ら

れ
ま
す
 
 

'
 

◇
野
鳥
を
飼
う

に
は
、
あ

ら
た
め

て
育
て
る
許
可

が
必
要
で
す
し
 

許
可
証
の
半
券

は
、
い
つ
も

カ
ゴ
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

◇
許
可
の

取
り
扱
い
は
、
 

県
林
務
課
、
農
林
事
務

所
で
や
つ
て
い
ま
す
。
 

許
可
な
く
し
て
、
野
鳥
を
と

つ
た
り
、
飼
つ
た
り
し

て
い
る

人
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

た

ら
、
県
林
務
課
、

農
林
事
務
所

警
察
署
へ

と
ど
け
て
く
だ
さ
い
 

交 通 事 故 の 

藤田さんに五万円 

（不幸中の幸いを喜ぶ藤田さんの奥さん） 

町
を
明
る

く
き
れ
い

に
 

地

域
ぐ

る
み
で

奉

仕
作
業
 

（市長も出て乾橋下の大掃除） 

松島 団地 を

サクラの名所に 

五所川原市は明治百年

記念事業のーつとして

北農林事務所の協力で

県苗圃場（十和田市） 

から、吉野桜の苗木を 

100 本取り寄せ、市を

代表する桜の名所にし

ようと 4 月旧日松島団

地中央公園に植樹しま

した0 

市政ニユース 

ぐ錦町に 50 本の桜） 

（松島団地に100 本の桜） 



5 月 ごみ処理日程 

＜定位置定日集収地域＞ 

毎週火曜日 旭町 

毎週水曜日 錦町、幾島町、さつき町 

毎週木曜日 敷島町、雛田、東雲町 

毎週金曜日 元町、弥生町、平井町、新宮末広町 

岩木町 

第1.3日曜日 平和町、千鳥町、十川町、下平井町 

田園調布町、松島住宅、松島団地 

＜ 日 割集収地域＞ 

柏 原 町 	6 7.16.18.20.30.31日 

上平井町 

下平井町 

大 	町 	8.9.10.21.22.23日 
寺 	町 	11. 13. 24. 25日 
川 端 町 7.8.9.14.15.22.23.24.27.28日 
本 	町 	6.7.8.9.20.21 .22日 
布 屋 町 16.31日 

東 	町 	11.13.23.25.27日 
鎌 谷 町 14.15.16.29.30日 
新 	町 	9. 10. 22. 23. 24日 
柳 	町 	10.11. 25. 27日 
成 	田 	町 	1.2. 14. 15. 28. 29日 

栄 町 13.28日 

田
 

下

大

寺
川
本
布

東

鎌
新
柳
成
田
栄

末
 

端
 
屋
 

谷
 
田
 
広
 

末
 
広
 
町
 

6
.
2
1

日
 

町

町
町

町
町

町

町
町
町
町
町
町

町
 

市政ニユース ．④
 
計
量

器
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ
 

児童福祉週間 

5 月 5 日 ～ 5 月11 日 

◇
検
査
の
対
象
に
な
る
業
種
 

検
定
に
準
じ

て
手
数
料
を
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
県
収
入
証

紙
か
小
銭
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
 

①
物
品
販
販
、
取
引
の
た
め
計

量
器
を
使
う
全
て
の
業
種

③
計
量
器
を
使
う
学
校
、
官
公

庁
。
 

◇
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
 

◇
印
コ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
必
ら
ず
検
査
を
う
け
る

よ
う
に
 

期
間
中
は
ど

こ
で
も
受
付
け

ま
す
の
で
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ

で
う
け
て
く
だ
さ
い
。
違
反
し

た
場
合
は
懲
役
も
し
く
は
罰
金

が
つ
き
ま
す
。
 

◇
さ
し
、
ま
す
類
は
検
査
を
う

け
な
く
て
も
よ
い
。
 

み
ん
な
で
子
ど
も

の
福
祉
を
推
し
進

め
ま
し
よ
う
 

こ
と
し
は
、
児
童

福
祉
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
満
二
十
年
に

な
り
ま
す
。
 

運
動
の
重
点
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
 

協
力
し
あ
つ
て
実
行

し
ま
し
よ
う
。
 

①

子
ど
も
の
生
命

尊
重
、
人
権
尊
 

任
期
は
昭
和
四
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
 

市
政
ニ
ュ
ー
ス

の

発
行
は
毎
月
ニ
回

に
な
り
ま
す
 

こ
れ
ま
で
の
毎
月
三
回
発
行

を
改
め
、
六
月
か
ら

一
日
、
十

五
日
の
確
実
二
回
発
行
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

政
の
動
き
を
早
く
正
し
く
お
伝

え
し
た
い
と
．
担
当
者

一
同
頑

張
つ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
市
政
ニ
 
ユー
ス
に
対

す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
お

よ
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸
で
す
。
 

国
保

運
営
委
員
決
ま
る
 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
が
き
ま
り
ま
し
た
 

◇
公
益
代

表
 

重
を
図
り
ま
し
よ
う
 

③

家
庭
で
は
正
し
い
愛
情
と

知
識
と
技
術
で
子
ど
も
を

育
て
ま
し
よ
う
。
 

③

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の

組
織
活
動
を
促
進
し
ま
し

よ
う
。
 

④

子
ど
も
の
健
康
の
促
進
を

図
り
ま
し
よ
う
 

⑥

心
身
に
障
害
の
あ
る
子
ど
 

・

も
に
あ
た
た
か
い
愛
情
を

注
ぎ
ま
し
よ
う
。
 

五
月
五
日

…
・・
子
ども
の
日

五
月
十
二
日
 
母

の
日
 

こ
ど
も
読
書
週
間
 

五
月
一
日
ー
十
四
日
 

市
図
書
舘
で
は
、
子
ど
も
会

を
通
じ
て
、
児
童
文
庫
の
貸
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
 

み
ん
な
で
、
良
い
本
を
読
む

習
慣
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

日 	月 時 	刻 検査場所 区 	 域 

5 月 8 日 9 時～12時 
毘 沙 門
太田精米所 毘沙門出張所管内 

5 月 8 日 13時～16時 飯詰支所 飯 詰 支 所 管 内 

5 月 9 日 9 時～12時 三好支所 三 好 支 所 管 内 

5 月 9 日 13時～16時 中川支所 中 川 支 所 管 内 

5 月10日 9 時～12時 松島第一農協 松 島 支 所 管 内 

5 月10日 13時 --16時 長橋支所 長 橋 支 所 管 内 

5 月11日 9 時～12時 七和支所 七 和 支 所 管 内 

5 月13日 9 時～12時 栄 支 所 栄 支 所 管 内 

5 月13日 13時～16時 梅沢支所 梅 沢 支 所 管 内 

5 月14日 9 時～16時 
五所川原市
民文化会館 

上平井町、中平井町、下平
井町、敷島町、雛田、錦町
幾島町、柏原町、末広町、 
新宮町 

5 月巧日 9 時～16時 ク 
寺町、大町、旭町、東町、 
本町、岩木町、川端町、布
屋町、弥生町、小曲 

5 月16日 9 時～15時 ク 
栄町、田町、平和町，元町
柳町、新町、鎌谷町、官公
庁、学校 

◇ 	◇ 
被 	 医 
保 	 白孟 

三竹開長険津福江草““小小鶴阿 

者 
上谷米尾貸島田渡刈表野桐合部 

倉一民喜 廉幸哲繁 畿鄭
二吉雄栄 造雄哉治 郎郎郎信 
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